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ている場合があります。

PICK UP NEWS !

人吉で輝いている人

くま川鉄道、令和７年度全線再開へ

新たに架け替えられる橋梁の完成イメージ図（上）／起工式で工事の一歩を意味する
穿初（うがちぞめ）の儀を行う松岡市長（左下）／１日も早い全線開通を目指すこと
を報道陣に語るくま川鉄道の永江友二社長（右下）

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
流
失
し
た
く
ま

川
鉄
道
の
肥
後
西に
し
の
む
ら村

駅
（
球
磨
郡
錦
町
）

と
川
村
駅
（
球
磨
郡
相
良
村
）
の
間
に
架

か
る
球
磨
川
第
四
橋き
ょ
う
り
ょ
う

梁
の
復
旧
工
事
が
始

ま
る
た
め
、
１
月
26
日
に
起
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
た
に
架
け
替
え
る
橋
は
、

以
前
よ
り
橋
脚
の
数
を
減
ら
す
な
ど
、
洪

水
時
に
川
の
流
れ
を
妨
げ
な
い
構
造
で
建

設
予
定
。

　

神
事
で
工
事
の
無
事
を
祈
っ
た
後
、
く

ま
川
鉄
道
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
の

松
岡
市
長
が
「
く
ま
川
鉄
道
は
人
吉
球
磨

地
域
を
横
断
す
る
地
域
交
通
の
要
。
早
期

の
全
線
開
通
は
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
の
大
き
な
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
と
確
信

し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
同
鉄
道
は
令

和
３
年
11
月
に
一
部
運
行
を
再
開
し
て
い

て
、
令
和
７
年
度
中
の
全
線
再
開
を
目
指

し
ま
す
。

被災した石蔵を
イベントスペースとしてよみがえらせた

上田 賢一さん（願成寺町）
うえだ けんいち
昭和32年３月６日生まれ。人吉市出身。東海大学海洋学部
航海工学科を卒業後、大型フェリーなどを運航する海運会
社に就職。船舶職員として海上職に20年、営業や企画など
の陸上職に20年携わる。令和２年５月に退職し帰郷。紺屋
町にあるイベントスペース「asobibart街蔵」代表。遊び場
＝asobibaと、アート＝artを掛け合わせて、asobibart。

▲ �asobibart 街蔵外観（入り口）。イスミ本
店の裏側に位置する

人
が
集
ま
っ
て
催
し
を
楽
し
ん
だ
り
、

地
域
の
文
化
や
芸
術
に
触
れ
た
り
し

な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る

場
所
に
し
た
い
―
。
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で

被
災
し
た
石
蔵
を
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
よ
み
が
え
ら
せ
た
。
石
蔵
は
明
治
35
年
ご

ろ
に
建
て
ら
れ
、
昭
和
の
終
わ
り
ご
ろ
ま
で

み
そ
醸
造
や
原
材
料
保
管
庫
と
し
て
使
わ
れ

た
も
の
。
今
後
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財

と
し
て
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

　

退
職
後
す
ぐ
に
帰
郷
し
趣
味
に
生
き
よ
う

と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨

が
発
生
。
自
宅
は
無
事
だ
っ
た
が
、亡
き
父
・

青
木
愼し
ん
じ次
さ
ん
が
長
年
み
そ
醸
造
に
励
ん
だ

石
蔵
が
被
災
し
た
。
公
費
解
体
も
頭
を
よ

ぎ
っ
た
が
、「
歴
史
あ
る
こ
の
建
物
を
残
し

て
、
ま
ち
の
た
め
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
父
の
遺
志
を
継
い
で
復
旧
を
決
意
。
多

く
の
人
の
協
力
を
得
な
が
ら
復
旧
作
業
に
当

た
っ
た
。
被
災
か
ら
１
年
後
に
開
催
し
た
復

興
イ
ベ
ン
ト
を
皮
切
り
に
、
コ
ン
サ
ー
ト
や

マ
ル
シ
ェ
、
展
示
会
な
ど
の
会
場
と
し
て
活

用
さ
れ
る
機
会
が
増
え
る
と
、「
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、交
流
の
場
が
必
要
だ
」

と
確
信
し
た
。

　

昨
年
７
月
、「
ａあ

そ

び

ば

ー

と

ｓ
ｏ
ｂ
ｉ
ｂ
ａ
ｒ
ｔ
街

蔵
」
と
銘
打
っ
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。
今
後
は
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
紹
介
す

る
常
設
コ
ー
ナ
ー
や
人
吉
球
磨
の
観
光
案
内

ブ
ー
ス
を
作
る
こ
と
も
計
画
。
交
流
の
拠
点

と
し
て
多
く
の
人
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い

と
意
気
込
む
。

▲�訪れた人から「音の響きが最高」、「映え（ば
え）写真が撮れる」など好評を得ている

復旧工事を終え、全面
開通となった西瀬橋の
渡り初めでは、さざな
み保育園の園児たちを
先頭に、西瀬小の児童、
３世代家族などが続い
て歩き、橋の完成を喜
びました。
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